
魚見小学校いじめ防止基本方針
《学校教育目標》

聴き合う・学び合う・支え合う

子ども

発達支持的生徒指導
（明るく楽しい学校を目指す取組）

家庭

学校
①認め合い，励まし合い，支え合う学級づくり
・構成的グループエンカウンター※1の実施
・子どもたち全員が活躍できる場の設定
・自分と他人の大切さを実感できる人権教育の推進
・いじめ・差別は絶対に許さない雰囲気の醸成

②子どもに寄り添う指導体制
・児童一人一人への声掛け
・褒める機会を大切に
・いつでも相談できる体制づくり

③決まりを守る子どもの育成
・基本的生活習慣の確立

（あいさつ・返事・言葉遣い・清掃・整理整頓）
・家庭との協力・連携

④「わかる・できる授業づくり」の実践
・ＩＣＴの積極的活用
・主体的・対話的活動（学びの共同体）

① 授業，児童会活動，休み時間の活動を通して，
互いのよさを認め合いながら，よりよい人間
関係を築く。

② 基本的生活習慣を身に付ける。
（あいさつ・返事・言葉遣い・清掃・整理整頓）

① 基本的生活習慣を意識し，生活リズムを整える。
※「早寝・早起き・朝ご飯」

魚見っ子家庭教育セブンの意識付け
携帯電話・ゲーム機の電源は午後8時off

② 家族団らんの時間を設けることや，家庭での
役割分担を通して，子どもがほっとする居場所
づくりや協力することの大切さを味わわせる。

課題未然防止教育
（いじめの未然防止）

・授業で，実際の事例や動画などを教材として扱ったり，ロールプレイを行う
など体験的な学びの機会を用意する。

・いじめの問題を自分のこととして捉え，考え，議論することにより，いじめ
に対して正面から向き合う。
・自分の感情に気付き，適切に表現することを学ぶ。

学校

子ども

課題早期発見対応
(いじめの早期発見)

・計画的な教育相談を行う。(保護者・児童ともに)
・教員間の共通理解（心の教育推進委員会等）
・学校生活アンケート（月1回）
学校たのしぃーと（学期1回）の実施

学校

子ども
・身近な保護者，職員，友達に困っていることを
伝える。
（ＳＯＳの出し方）
・学校楽しぃ―と，学校生活アンケートの回答。

教育相談を行う。

家庭
・家庭での様子の観察
・学校との密な連絡，連携，情報交換
・教育相談の実施

困難課題対応的生徒指導
(いじめへの対応)

学校
・事実確認，職員間での共通理解
・関係機関への連絡・連携
（教育委員会，SC，SSW等）
・ケース会議の実施
・所轄警察署への相談・通報
（重大な事態と判断された場合）

子ども 家庭

・カウンセリングの利用
・謝罪を含めた今後の在り方についての確認
（加害児童側）
・児童の安心感が高まる触れ合い，声掛け
（被害児童側）
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